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探査ハブとこれまでの歩み
宇宙を取り巻く環境変化と潮流



JAXA探査ハブとは

10年先を見据えた月・火星以遠をフィールドに、
 オープンイノベーションにより宇宙探査のためのキー技術を

新しいプレーヤーと共に創出し、
 宇宙探査力と産業競争力を同時に向上させることを目的
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探査ハブ成果の月探査
への進展

2015

2021
スターダストプログラム創設

2022
アルテミス１

2022
iSpace M1

2024
SLIM/SORA-Qの着月

2024
JAXA基金造成へ

月極域探査機打ち上げ

2022
ソニーCSL 光通信事業開始

2018
J-SPARC設立

2018
国際宇宙探査センター設立

清水建設(株)鹿島建設(株)立命館大学

熊谷組 レーザー技術総合研究所

東京大学

ISS実証映像

タカラトミー(株) 他

神栄テクノロジー(株)

ＲＦＩ提供 １１４５件
共同研究 １８６件
参加機関 ２６０機関
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宇宙を取り巻く環境変化と潮流

民間企業による宇宙進出の時代へ

米国を中心とした月面インフラ検討の活発化

 民間が宇宙で活躍する時代へと大きく変化
 アルテミス計画の本格化、日・米・印などの月面着陸成功
 月面インフラ開発の時代の到来へ
 宇宙戦略基金による民間宇宙事業支援の開始

「宇宙技術戦略」の策定による
戦略的な技術開発へ

「宇宙戦略基金」が創成
民間宇宙事業の加速へ

日本を含む海外諸国の月着陸

2010年台

現在

2020年台～
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アルテミス計画の本格化
産業界との連携による月探査時代へ

https://www.google.com/imgres?q=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E3%80%80%E6%9C%88%E9%9D%A2&imgurl=https%3A%2F%2Fhumans-in-space.jaxa.jp%2Fassets%2Fimages%2Ffuture%2Ftop%2Fimg08.jpg&imgrefurl=https%3A%2F%2Fhumans-in-space.jaxa.jp%2Ffuture%2F&docid=Foj6KQfqh0BtCM&tbnid=UwrYs1VcTEeToM&vet=12ahUKEwihjp_vyb6FAxXKqVYBHRz-BNEQM3oECDwQAA..i&w=1152&h=649&hcb=2&ved=2ahUKEwihjp_vyb6FAxXKqVYBHRz-BNEQM3oECDwQAA


産学官で挑む将来月火星探査
探査ハブのNext Stage, Moon to Mars Innovation 

始動！



 日本ならではのイノベイティブな技術による月サービスの創出と月経済
圏における国際プレゼンスと経済効果の発揮を目指す

 地上の革新的な技術を応用することを基本とし、月から始まる国際宇宙探査
のアーキテクチャを刷新する技術やインフラ開発を段階的（スケーラブル）に
実現するための共同研究、企業との出口戦略共創 ・共走 に取り組む

「Moon to Mars Innovation, MMI」について
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• アーキテクチャや探査システムの
発展に応じて、要素技術をスケー
ルさせていく

• 将来への弾込めとして、革新性の
高い要素技術を多数輩出

• JAXAと企業が共同研究を行うこと
でJAXAの将来探査ミッションに投
入可能な技術の獲得と企業の技
術力向上の両輪効果（スパイラル
アップを狙う）

• 成果は、より本格的な政府プログ
ラム等への橋渡しを

有人月面着陸

月探査の広がり

2025～

2030～

mid2030s

🄫🄫TOYOTA

月探査の拡大に応じたスケーラブルな研究

持続的な月面活動

共同研究の狙い

スケーラブル＆革新性の高い要素技術の育成
次世代エネルギー技術 次世代モビリティ技術

アセンブリ＆マニュファクチャリング技術

ハビテーション技術

「Moon to Mars Innovation, MMI」の狙い

99
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「Moon to Mars Innovation」における共創活動
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ゲームチェンジ技術の創出（共同研究）

次世代探査システムのコンセプト検討

事業化にむけた企業との出口戦略共創 & 共走

JAXA探査ハブ・
探査センター

企業・大学等

ご提供いただいくRFI情報



新たな研究領域

※今後分野の追加も検討

次世代エネルギー
（パワーノード＆

グリッド）

次世代モビリティ ハビテーション
アセンブリ＆
マニュファク
チャリング

「Moon to Mars Innovation」の研究領域
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次世代エネルギー
（パワーノード＆

グリッド）

 月面上のユーザーへの電力供給サービスを提供することを目的

 小規模・近距離から、将来の月面インフラへの発電、蓄電、送配電
サービスの提供へ規模と範囲の拡張を目指す

長期滞在拠点小規模拠点

300kW規模の発電・蓄電システム

本格的ISRUプラント

小規模発電・蓄電

ISRUパイロットプラント 月での実証された技術は
早期にそれをベースに

火星探査へ展開

MMI-1, 次世代エネルギー領域

2名/6.5日 4名/30～42日 4名以上/500日以上小規模実証
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 月面上のモビリティシステムとして、移動・運搬サービスを提供
することを目的

 小型・少数・近距離のモビリティシステムによる探査（調査、観測
等）から、将来の月面上の物資と人の輸送に繋がるようなサー
ビスの拡張を目指す

次世代モビリティ

🄫🄫TOYOTA有人与圧ローバー(PR)

月極域探査機（LUPEX）

月面上での物資・人の輸送

MMI-2, 次世代モビリティー領域

PRを支えるモビリティ技術 13

https://www.google.com/imgres?q=lunar%20surface%20mobility&imgurl=https%3A%2F%2Fnam.org%2Fwp-content%2Fuploads%2F2022%2F10%2FGM-Lunar-Rover-CES-Image-1-2021_1600x900.jpg&imgrefurl=https%3A%2F%2Fnam.org%2Fmanufacturing-on-the-moon-the-next-lunar-vehicle-19176%2F&docid=wN5TTxAZqKwqJM&tbnid=156jlsTSt-gGMM&vet=12ahUKEwiI6d_1xb6FAxWcklYBHf4yDqIQM3oECGsQAA..i&w=1600&h=900&hcb=2&ved=2ahUKEwiI6d_1xb6FAxWcklYBHf4yDqIQM3oECGsQAA


 月面上での有人滞在を可能とするサービス提供を目的

 ISSにおける実証や月面の環境把握等を通じ、将来の有人長期
滞在を可能とする総合的な衣食住サービスの提供を目指す

ハビテーション

総合的な衣食住サービス

食料・循環システム

軌道上栽培などの
要素研究・小規模実証

MMI-3, ハビテーション領域
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https://www.google.com/imgres?q=axiom%20station&imgurl=https%3A%2F%2Fi2.wp.com%2Fwww.newspacechicago.com%2Fwp-content%2Fuploads%2F2022%2F01%2F106840195-1613159439946-Ax_Station_midnighthorizon.jpg&imgrefurl=http%3A%2F%2Fwww.newspacechicago.com%2F2022%2F01%2F03%2Fthe-near-future-of-commercialized-space-stations%2F&docid=2bjzB2nm-S67dM&tbnid=pF-ZHq2mO7eqUM&vet=12ahUKEwikytKqx76FAxWcr1YBHf0VCDoQM3oFCIEBEAA..i&w=2000&h=1125&hcb=2&ved=2ahUKEwikytKqx76FAxWcr1YBHf0VCDoQM3oFCIEBEAA


 月周回、月面における製造、組立、生産サービスを提供するこ
とを目的

 地球近傍での軌道上製造実証から、月周回、そして将来的に
は月面資源をも活用した製造、組立、生産サービスの提供を目
指す

アセンブリ
＆

マニュファクチャ
リング

月面資源を活用による製造、組立、生産

MMI-4, アセンブリ＆マニュファクチャリング領域

レゴリスによる製造などの
要素研究

宇宙実証
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“宇宙へ繋がる事業化出口をJAXAが企業と
共創し、共走する”

研究当初より、JAXA探査ハブと一緒に出口戦略を共に創りあげ、共にSpace 
Dual Utilizationの姿を目指していく

探査ハブの多様なネットワークを活用し、産業界／銀行／学術界への繋ぎ込みと
新たなコラボレーションの創出を支援

出口戦略の共創 ・ 共走

コラボレーション先の道先案内人

民間企業との共創・イノベーション創出のために
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民間企業との共創・イノベーション創出のために

民間企業の皆様がベニフィットを得られる形で共同研究を実施することが、探査
ハブの考え方の基本であり、これは変わりません。企業の皆様が最適と考える
事業戦略をご相談の上、共同研究をお願いします。
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今後は「企業による宇宙事業化への発展」＆ 「宇宙
探査ミッションへの貢献」の両輪で成果を獲得する
“Space Dual Utilization” をゴールに

これまで同様「企業による地上事業化の加速」＆「宇
宙探査ミッションへの貢献」の両輪で成果を獲得する
“Dual Utilization”も、引き続き歓迎

探査への適用

優れた地上技術を
発展させる研究

地上事業への適用

探査への適用宇宙事業への適用

優れた地上技術を
宇宙展開する研究

Dual Use

Space Dual Use

https://www.google.com/imgres?q=lunar%20earth%20cislunar&imgurl=https%3A%2F%2Fexecutivegov-media.s3.amazonaws.com%2F2022%2F11%2F18%2Ff0%2Ff6%2Fa5%2F40%2Fe5%2Fc8%2F6b%2F84%2Funnamed-file-52-480x384.png&imgrefurl=https%3A%2F%2Fexecutivegov.com%2Ftag%2Fcislunar-space%2F&docid=p-NC8_e7877gFM&tbnid=HrHNcwiy7pc05M&vet=12ahUKEwiH5ZGez76FAxUtnFYBHYCCBdUQM3oECEYQAA..i&w=480&h=384&hcb=2&itg=1&ved=2ahUKEwiH5ZGez76FAxUtnFYBHYCCBdUQM3oECEYQAA


まとめ

宇宙探査イノベーションハブは、これまでに日本全国の企業や

大学と数多くの革新的な技術を創出して参りました

「宇宙」 は、JAXAのような宇宙機関のみならず、民間の新たな

ビジネスフィールドに発展しました

月面開発が本格的に開始しようとしているいま、

探査ハブとの共同研究、共創、共走に是非ともご参加ください

人類の未来を共に切り拓いていきましょう
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Together, to the Next Stage
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